
Illlil 

国冒
平成24年度秋期

ITストラテジスト試験

午前11 問題

10:50~11 : 30 (40分）

注意事項

1. 試験開始及び終了は，監督員の時計が基準です。監督員の指示に従ってください。

試験時間中は，退室できません。

2. 試験開始の合図があるまで，問題冊子を開いて中を見てはいけません。

3. 答案用紙への受験番号などの記入は，試験開始の合図があってから始めてください。

4. 問題は，次の表に従って解答してください。
I 

問 1～問25

全問必須

5. 答案用紙の記入に当たっては，次の指示に従ってください。

(1) 答案用紙は光学式読取り装置で読み取った上で採点しますので， B又は HBの黒

鉛筆で答案用紙のマークの記入方法のとおりマークしてください。マークの濃度が

うすいなど，マークの記入方法のとおり正しくマークされていない場合は，読み取

れません。特にシャープペンシルを使用する際には，マークの濃度に十分ご注意く

ださい。訂正の場合は，あとが残らないように消しゴムできれいに消し，消しくず

を残さないでください。

(2) 受験番号欄に受験番号を，生年月日欄に受験票の生年月日を記入及びマークして

ください。答案用紙のマークの記入方法のとおり記入及びマークされていない場合

は，採点されないことがあります。生年月日欄については，受験票の生年月日を訂

正した場合でも，訂正前の生年月日を記入及びマークしてください。

(3) 解答は，次の例題にならって，解答欄に一つだけマークしてください。答案用紙

のマークの記入方法のとおりマークされていない場合は，採点されません。

〔例題〕 秋の情報処理技術者試験が実施される月はどれか。

ア 8 イ 9 ウ 10 エ 11

正しい答えは“ウ 10"ですから，次のようにマークしてください。

ヒ ⑦① ・ ⑤

口選択方法 1 

注意事項は問題冊子の裏表紙に続きます。

こちら側から裏返して，必ず読んでください。
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問1 エンタープライズアーキテクチャ (EA)のビジネスアーキテクチャで機能情報関連

図 (DFD)を作成する目的はどれか。

ア 業務・システムの機能と情報の流れを明確にする。

イ 業務・システムの目的・機能，情報システムの管理・運用体制を明確にする。

ウ 情報システム間でやり取りされる情報の種類と方向を明確にする。

工 物理的なデータ構造を明確にする。

問2 “システム管理基準＂によれば，情報戦略の全体最適化計画策定において，実施す

べきことはどれか。

ア 開発運用及び保守の費用の算出基礎を明確にする。

イ 個別開発計画の優先順位及び順位付けのルールを明確にする。

ウ 情報システム部門及びユーザ部門の役割分担を明確にする。

工 ユーザニーズ調査の対象，範囲及び方法を明確にする。

問3 内閣府の“事業継続ガイドライン”による事業継続計画の継続的改善のプロセスを

順番に並べたとき， cに入るものはどれか。ここで，ア～工は a~dのいずれかに入

る。

三
ア 教育・訓練の実施

ウ 実施及び運用

イ 経営層による見直し

工点検及び是正措置
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問4 システム化計画の立案において実施する作業であり，その作業の結果を基に，後続

の作業でシステム化機能を整理し，情報と処理の流れを明確にするものはどれか。

ア 機能要件の定義

ウ 業務モデルの作成

イ 業務運用手順の文書化

ェ システム方式の設計

問5 情報システムの全体計画立案のために E-Rモデルを用いて全社のデータモデルを作

成する手順はどれか。

ア 管理層の業務から機能を抽出し，機能をエンテイティとする。次に，機能の相互

関係に甚づいてリレーションシップを定義する。さらに，全社の帳票類を調査して

整理し，正規化された項目に基づいて属性を定義し，全社のデータモデルとする。

イ 企業の全体像を把握するために，主要なエンテイティだけを抽出し，それらの相
かん

互間のリレーションシップを含めて，鳥諏図を作成する。次に，エンテイティを詳

細化し，全てのリレーションシップを明確にしたものを全社のデータモデルとする。

ウ 業務層の現状システムを分析し，エンテイティとリレーションシップを抽出する。

それぞれについて適切な属性を定め，これらを基に E-R図を作成し，それを抽象化

して，全社のデータモデルを作成する。

工 全社のデータとその処理過程を分析し，重要な処理を行っている業務を基本エン

テイティとする。次に基本エンテイティ相互のデータの流れをリレーションシッ

プとして捉え，適切な識別名を与える。さらに，基本エンテイティと関係あるデー

タを属性とし，全社のデータモデルを作成する。
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問6 専門の事業者が提供するサービスのうち， EMSの説明はどれか。

ア コールセンタの企画設計から業務運用まで一括して受託することによって，委

託元のコールセンタ開設のための設備投資や人員調達を不要とするサーピス

イ 人事や経理総務などの業務を標準化してグループ内の 1か所に集約することに

よって，グループ全体の間接業務のコスト削減に貢献するサービス

ウ 複数の電子機器メーカから製品の設計，製造を一括して受託することによって，

生産規模を確保し，低コストで製品を提供するサービス

エ プロバイダ側のコンピュータ上でソフトウェアを稼働させて，利用者はそのソフ

トウェアの機能をネッ トワーク経由で利用するサービス

問7 LBOの説明はどれか。

ア 株式市場で一般株主に対して， 一定期間に一定の価格で株式を買い付けることを

公告し，相手先企業の株式を取得する。

イ 現経営陣や事業部門の責任者が株主から自社の株式を譲り受けることによって，

当該事業の経営権を取得する。

ウ 投資会社などが，業績不振などの問題を抱えた企業の株式の過半数を取得した上

で，マネジメントチームを派遣し，経営に参画する。

工 買収先企業の資産などを担保に，金融機関から資金を調達するなどして，限られ

た資金で企業を買収する。
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問8 プロダクトボートフォリオマネジメント (PPM)マトリックスの a,bに入れる語句

の適切な組合せはどれか。

高

I 花形 問題児

且
I金のなる木 I負け犬

低

高 低
| b 

a b 

ア 売上高利益率 市場占有率

イ 市場成長率 売上高利益率

ウ 市場成長率 市場占有率

工 市場占有率 市場成長率

問9 コアコンピタンスを説明したものはどれか。

ア 経営活動における基本精神や行動指針

イ 事業戦略の遂行によって達成すべき到達目標

ウ 自社を取り巻く環境に関するビジネス上の機会と脅威

エ 他社との差別化の源泉となる経営資源
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問10 事業戦略のうち，収穫戦略に該当するものはどれか。

ア 売上高をできるだけ維持しながら，製品や事業に掛けるコストを徐々に引き下げ

ていくことによって，短期的なキャッシュフローの増大を図る。

イ 事業を分社化し，その会社を売却することによって投下資金の回収を図る。

ウ 新規事業に進出することによって企業を成長させ，利益の増大を図る。

工 低価格戦略と積極的なプロモーションによって，新製品のマーケットシェアの増

大を図る。

問11 商品の購入希望者に対して，その商品に関連する別の商品又は組合せ商品などを推

奨して販売することを何というか。

ア アップセリング

ウ カテゴリトップ

問12 コンジョイント分析の説明はどれか。

イ カテゴリキラー

ェ クロスセリング

ア 顧客ごとの売上高，利益額などを高い順に並べ，自社のビジネスの中心をなして

いる顧客を分析する手法

イ 商品がもつ価格，デザイン，使いやすさなど，購入者が重視している複数の属性

の組合せを分析する手法

ウ 同一世代は年齢を重ねても，時代が変化しても，共通の行動や意識を示すことに

注目した，消喪者の行動を分析する手法

エ プランドがもつ複数のイメージ項目を散布図にプロットし，それぞれのブランド

のポジショニングを分析する手法
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問13 将来の科学技術の進歩の予測などについて，専門家などに対するアンケートを実施

し，その結果をその都度回答者にフィードバックすることによって，ばらばらの予測

を図のように収束させる方法はどれか。

回答者数

第 1回アンケート メジアン
上方四分位数

2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 実現時期（年）

回答者数

メジアン
第2回アンケート

2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 実現時期（年）

回答者数
メジアン

第 3回アンケート
下方四分位数 上方四分位数

2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 実現時期（年）

ア ゴードン法

ウ ミニマックス法

イ デルファイ法

エモンテカルロ法
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問14 表のような顧客の収益状況が見込まれるとき， 3年間の顧客生涯価値 (LTV)は何百

万円か。ここで，割引率は 10％とし，計算は百万円未満を切り捨てるものとする。

年間収益の単位百万円

1年目

年間収益 0 50 

割引係数 2) 1.o 

注り 年間収益は販売コストを考慮済み

2) 割引係数は n年目で(1十割引率）n-1の値

2年目

10 

1.1 

3年目

10 

1.2 

ア 65 イ 67 ウ 70 エ 73

問15 経営戦略に用いる CSF分析の特徴はどれか。

ア 業界内の競争に影響する要因と，自社の強みを明らかにする。

イ 競争環境の脅威と機会，企業の強み・弱みを明らかにする。

ウ 成功するための重要な機能や特性を明らかにする。

工 保有する事業の成長性と収益性を明らかにする。

問16 コールセンタシステムにおける IVRを説明したものはどれか。

ア 企業ビル内などに設置して，外線電話と内線竜話，内線電話同士を交換する装置

イ 顧客からの電話に自動応答し，顧客自身の操作によって情報の選択や配信， 合成

音声による応答などを行う仕組み

ウ コンピュータと電話を統合し，顧客データベースと PBXを連動させて，発呼や着

呼と同時に必要な顧客情報をオペレータの画面上に表示するシステム

工 着信した電話を，あらかじめ決められたルールに従って，複数のオペレータのう

ちの 1人だけに接続する仕組み
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問17 製品のロードマップに従って製品を開発していく場合に，プロダクトライン開発を

適用する利点はどれか。

ア 技術者個人の力を組織力よりも重視するので，成熟度の低い組織でも製品開発に

成功しやすい。

イ 品質が安定した資産を再利用していくので，品質が安定した製品を低いコストで

開発できる。

ウ ロードマップ上の各製品を完全に独立して開発していくので， 一つの製品の不具

合が他の製品に波及することがない。

ェ ロードマップ上の最初の機種の開発開始時に，ソフトウェア資産を準備するなど

の初期投資が不要なので，市場への新規参入が容易になる。

問18 アパレル業界における SPAの説明はどれか。

ア 過剰在庫，返品，特殊サイズ，傷などによって正規の価格では売れない商品を低

価格で販売する。

イ 顧客のニーズに対応したカスタマイズを実現するために，顧客の注文を受けてか

ら最終製品の生産を行う。

ウ 商品企画から生産，販売までを行う製造小売業であり，自社のブランド商品を消

費者に直接提供する。

工 特定の商品分野に絞り込み，豊富な品揃えとローコストオペレーションによって，

徹底した低価格訴求を行う。
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問19 XBRLを説明したものはどれか。

ア 企業内又は企業間で使用される複数の業務システムを連携させることであり，デ

ータやビジネスプロセスの効率的な統合が可能となる。

イ 小売店の端末からネットワーク経由で発注を行うことによって，迅速かつ正確な

発注作業が実現でき， リードタイムの短縮や受発注業務の効率向上が可能となる。

ウ 財務報告用の情報の作成・流通・利用ができるように標準化した言語であり，適

用業務パッケージやプラットフォームに依存せずに財務情報の利用が可能となる。

工 通信プロトコルやデータフォーマットの標準的な規約を定めることによって，企

業間での受発注，決済，入出荷などの清報の電子的な交換が可能となる。

問20 TOC (Theory of Constraints)の特徴はどれか。

ア 個々の工程を個別に最適化することによって，生産工程全体を最適化する。

イ 市場の需要が供給能力を下回っている場合に有効な理論である。

ウ スループット（＝売上高一資材費）の増大を最重要視する。

工 生産プロセス改善のための総投資額を制約条件として確立された理論である。

問21 ゲーム理論を使って検討するのに適している業務はどれか。

ア イベント会場の入場ゲート数の決定

イ 売れ筋商品の要因の分析

ウ 競争者がいる地域での販売戦略の策定

工 新規開発商品の需要の予測
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問22 合格となるべきロットが，抜取検査で誤って不合格となる確率のことを何というか。

ア合格品質水準

ウ生産者危険

イ 消費者危険

工有意水準

問23 投資評価方法の説明のうち， IRR(Internal Rate of Return)法はどれか。

ア “将来に期待されるキャッシュインフローの現在価値の総額ー初期投資額”を

算出し，評価する。

イ “投下された資本＝将来に期待される各期のキャッシュインフローの累計”に

なるまでの期間を算出し，評価する。

ウ “投資案のキャッシュアウトフローの現在価値の総額＝将来に期待されるキャ

ッシュインフローの現在価値の総額”になるような割引率を算出し，評価する。

工 “投資案の効果が及ぶ最終年までの平均年間純利益＋投資総額”で利回りを算

出し，評価する。

問24 次の資料を基に， A社の連結損益計算書を作成した場合の連結売上高は何百万円か。

・A社は，B社の株式の 80％を取得している。

・B社は， C社の株式の 60％を取得している。

・B社は， D社の株式の 20％を取得している。ただし，役員の派遣などはない。

・A社の売上高は， 700,000百万円であり，その 10％は， B社に対するものである。

・B社の売上高は， 350,000百万円であり，その20％は， D社に対するものである。

・C社の売上高は， 250,000百万円である。

・D社の売上高は， 200,000百万円である。

・A社と B社， B社と D社以外の相互間取引はない。

ア 1,230,000 イ 1,300,000 ウ 1,360,000 エ 1,430,000
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問25 製造物責任法 (PL法）において，免責と規定されているものはどれか。

ア 製造物の欠陥の原因となった製造過程における過失を被害者が証明できない場合

イ 製造物を海外から輸入して国内で販売している場合

ウ 製造物を引き渡した時点から 5年を過ぎて事故が発生した場合

工 製造物を引き渡した時点の科学又は技術では欠陥を認識できなかった場合
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〔メモ 用紙〕
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〔メモ用紙〕
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6. 問題に関する質問にはお答えできません。文意どおり解釈してください。

7. 問題冊子の余白などは，適宜利用して構いません。

8. 試験時間中，机上に置けるものは，次のものに限ります。

なお，会場での貸出しは行っていません。

受験票，黒鉛筆及びシャープペンシル（B又は HB),鉛筆削り，消しゴム，定規，

時計（アラームなど時計以外の機能は使用不可），ハンカチ，ポケットティッシュ，目薬

これら以外は机上に置けません。使用もできません。

9. 試験終了後，この問題冊子は持ち帰ることができます。

10. 答案用紙は，いかなる場合でも提出してください。回収時に提出しない場合は，採

点されません。

11.試験時間中にトイレヘ行きたくなったり，気分が悪くなったりした場合は， 手を挙

げて監督員に合図してください。

12.午後 Iの試験開始は 12:30ですので， 12:10までに着席してください。

試験問題に記載されている会社名又は製品名は，それぞれ各社の商標又は登録商標です。

なお，試験問題では， TM及び Rを明記していません。

c2012 独立行政法人情報処理推進機構
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